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５月１日、宿利原小学校と神川小学校で山と海の交流
学習を神川キャンプ場で行いました。これまで、宿

利原小学校は、南大隅町の郡小学校と山と海の交流学習を
行ってきましたが、郡小学校の閉校に伴い、今年度から神
川小学校と交流学習を始めました。当日は、砂浜の清掃活
動を行った後、錦江湾の地形や植物について学習し、両校
合同で徒競走や交流学習を行いました。１年生の紀野聖也
くん（神小）と牧原遥菜ちゃん（宿小）は「たくさんの友
達と落とし穴を作ったり、砂遊びができて楽しかった。」
と話しました。

「山の学校・海の学校」交流学習開始！人と人を繋げるマエムキ駅伝

錦江町人権の花運動開講式

全国を１本のタスキで繋ぐ「マエムキ駅伝プロジェク
ト」が５月29日・31日にかけて錦江町を走行しまし

た。「マエムキ駅伝」とは、人と人が繋がる事を目的とし
て走行するプロジェクトです。錦江町からも貫見未央さん
（池野自治会）や濵田久美子さん（木場自治会）など６名
が参加し、「久しぶりに走ったが楽しく走れた。」と話さ
れました。

４月30日に大原小学校で「錦江町人権の花運動」の開講式
が行われました。

　開講式では、人権擁護委員の小牧唯憲さんの講話やひまわ
りの種の贈呈がありました。
　また、人権まもる君・人権あゆみちゃんと児童が楽しくふ
れあう時間もありました。
　今年度の標語は大原小２年山田愛深さんが考えた「ありが
とう　私の心に　花が咲く」です。

錦江
暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

夢のぼりプロジェクト２年目

昨年につづき、５月３日から子供たちの夢を書いたＴシャ
ツをこいのぼり代わりに10年間に渡り掲げようと「夢の

ぼりプロジェクト」と題し、花瀬川に掲げました。
　「夢のぼりプロジェクト」はこいのぼりの代わりに、不要と
なったＴシャツを再利用し、夢や好きな言葉を書いていただき
花瀬川いっぱいに飾るプロジェクトです。
　Tシャツには、「サッカー選手になりたい」「プリキュアにな
りたい」など子供たちの夢や希望が書かれていました。


